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平成28年6月30日(木)　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：西村　将
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＜連絡事項＞

・特記事項なし
＜患者様連絡事項＞

・續石　啓介様～エンシュアリキッド3缶3×7日分処方となっている。

・小林　満様～東病棟Dユニットへ入院となっている。その後、西病棟Aユニットへ転出。

・竹洞　総子様～東病棟Aユニットへ入院となる。

・橋本　定様～南病棟Bユニットへ転出となっている。

＜伊藤Dr診察＞

・坂本　和子様～拒食、拒薬続いている為、ジプレキサ（10）1A+注射用水2.1ml（半量使用）筋注、補液の指示あり。点滴時は身体拘束の指示あり。拒薬時、継続指示あり。

・小泉　喜作様～ラクテックは終了。生食100ml+ダイビタミックス2A+アスコルビン酸1A+

　　　　　　　　タチオン（200）1Aは7/3まで継続で処方あり。臨時薬は同内容で4日分

処方となる。

・藤井　孝蔵様～ロナセン8→16㎎へ増量、他同内容で7日分処方となる。7/5採血（クロ

ザリル用）の予定。

＜隔離入室患者様ケース検討＞

・畑中　成夫様～時間隔離継続中。妄想発言ないが奇異行為みられている。他者トラブルはない。引き続き、精神状態の観察と病状評価を行い、他者トラブルに注意し看護介入行っていく。

・木村　格治様～終日隔離継続中。要求時頻回であるも興奮や妄想発言はない。引き続き、精神状態の観察を行い、症状改善を図れるよう看護介入していく。
＜要注目患者様ケース検討＞

・戸田　スミ様～朝食は全量摂取するも昼食は「息子と食べるから」と不食している。興奮や不機嫌さはない。

・澤野　照明様～朝食時､腰痛訴えあり、車椅子への移乗拒否あり。ギャッチアップし、介

助でヨーグルトのみ摂取。本人希望にて8:30継続指示のロキソプロフェ

ン(60)1T服用し、ナパゲルン軟膏塗布。以後､疼痛軽減した様子で昼食は

ホールにて主食2口、副食1/3摂取。車椅子移乗時は介助要している。

＜新入院患者様＞

日　　時：6月30日　10:30

病棟病室：東病棟Ｄユニット　20号室

氏　　名：小林　満様

生年月日：昭和55年9月28日　35歳

性　　別：男性

病　　名：アルコール依存症

入院形態：任意入院（当院9回目）

主治医　：田名部Ｄｒ

入院に至った経緯：

　前回入院：H28.6.1～H28.6.15

H28.6.15退院後は抗酒剤の服用、外来通院、通所リハビリテーションを利用していたが体調不良を理由にデイケアを休みがちとなり、抗酒剤の服用を誤魔化し飲酒を再開していた。徐々に連続飲酒状態となり家族へ金銭を要求し要求に応じない際は刃物を向けたり、粗暴的となり通所及び外来にて家族への対応等行っていた。断酒出来ない状態であった。H28.6.29裁判のため出廷後、断酒のため入院治療希望され、H28.6.30東病棟Dユニットへ任意入院となる。
日　　時：6月30日　16:05

病棟病室：東病棟Aユニット　8号室

氏　　名：竹洞　総子様

生年月日：昭和49年4月14日　42歳

性　　別：女性

病　　名：統合失調症

入院形態：医療保護入院

主治医　：深澤Ｄｒ

入院に至った経緯：

平成11年頃より幻聴、被害関係妄想が出現し同年12月22日八戸赤十字病院　精神科初診、統合失調症の診断で同院通院加療していた。内服加療にて安定していたが、平成28年6月17日、夫様が双極性感情障害の躁状態の為、入院加療を開始した頃より、幻聴、被害関係妄想の再燃を認め、頻回に救急外来を受診していた。H28年6月30日、大声をあげ、興奮しながら八戸赤十字病院　精神科外来を受診。夫様が入院しており、同じ環境での入院は困難な為、当院受診。医療保護入院となる。

